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令和４年度  財政状況の公表（令和５年３月31日時点）

財　政

歳
　
　
　
入

5億

7億

3億

1億

歳
　
　
　
出

5億

7億

3億

1億

その他の内訳：議会費、労働費、商工費、消防費、予備費

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 8 億 6,804 万円 7 億 9,736 万円 91.9％ 7 億 5,060 万円 86.5％
診療所特別会計 7,370 万円 7,358 万円 99.8％ 6,894 万円 93.5％
介護保険特別会計 7 億 7,668 万円 7 億 1,595 万円 92.2％ 6 億 3,235 万円 81.4％
後期高齢者医療特別会計 9,386 万円 7,152 万円 76.2％ 8,239 万円 87.8％
温泉開発事業特別会計 4,409 万円 4,325 万円 98.1％ 1,734 万円 39.3％
農業集落排水事業特別会計 1 億 355 万円 9,044 万円 87.3％ 8,466 万円 81.8％
下水道事業特別会計 2 億 3,984 万円 2 億 880 万円 87.1％ 2 億 324 万円 84.7％

区　分 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 1 億 2,244 万円 1 億 2,398 万円 101.3%
収益的支出 1 億 2,584 万円 6,318 万円 50.2%

区　分 予算現額 執行額 執行率
資本的収入 4,170 万円 5,561 万円 133.4%
資本的支出 1 億 596 万円 8,252 万円 77.9%

一　般　会　計 33 億 1,020 万円
診療所特別会計 8,438 万円
温泉開発事業特別会計 630 万円
農業集落排水事業特別会計 1 億 4,148 万円
下水道事業特別会計 6 億 611 万円
上水道事業会計 4 億 5,530 万円

区　　分 現　在　高

行政財産 土　地 305,777㎡
建　物 51,910㎡

普通財産
宅　地 73,692㎡
その他 15,135,073㎡
建　物 623㎡

有価証券 134 万円
債券（貸付金） 5,481 万円
出資による権利 3,114 万円
基金（土地） 10,000㎡
基金（現金） 37 億 504 万円

◆総務課財政係　☎２１４―９２４３

一般会計予算執行状況一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況特別会計予算執行状況

企業会計　上水道事業会計予算執行状況企業会計　上水道事業会計予算執行状況

村債の残高村債の残高

村有財産の状況村有財産の状況

収入済額収入済額…… 43億 7,863万円43億 7,863万円
収入率収入率………… 82.5％82.5％

予算額53億 679万円
〈令和３年度 繰越明許費を含む〉

支出済額支出済額…… 39億 9,363万円39億 9,363万円
執行率執行率………… 75.3％75.3％

その他の内訳：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、環境性能割交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

…予算額
…執行額

村では、村財政について関心を持ちご理解をいただくため、財政状況を年２回公表しています。
今回は、令和５年３月31日時点の予算執行状況や村債の残高についてお知らせします。

区　 分 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 土木費 教育費 公債費 その他
予 算 額 8 億 9,529 万円 11 億 691 万円 4 億 2,431 万円 5 億 4,426 万円 7 億 4,839 万円 4 億 7,816 万円 4 億 986 万円 6 億 9,961 万円 
支出済額 5 億 3,669 万円 9 億 802 万円 3 億 6,410 万円 3 億 5,434 万円 4 億 7,236 万円 3 億 8,983 万円 4 億 888 万円 5 億 5,941 万円 
執 行 率 59.9% 82.0% 85.8% 65.1% 63.1% 81.5% 99.8% 80.0%

区　 分 村　税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 使用料及び手数料 繰越金 村　債 その他
予 算 額 7 億 4,887 万円 20 億 4,766 万円 5 億 8,974 万円 3 億 599 万円 6,943 万円 3 億 786 万円 5 億 2,070 万円 7 億 1,654 万円 
収入済額 7 億 2,903 万円 20 億 8,380 万円 4 億 2,956 万円 1 億 3,463 万円 6,700 万円 3 億 786 万円 1 億 5,970 万円 4 億 6,705 万円 
収 入 率 97.4% 101.8% 72.8% 44.0% 96.5% 100.0% 30.7% 65.2%
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令
和
４
年
度
高
山
村
ふ
る
さ
と
景
観

育
成
寄
附
金
の
受
入
及
び
活
用
状
況

財　

政

　

村
で
は
、「
高
山
村
の
美
し
い
農
山

村
の
原
風
景
を
村
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
守
り
、
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
」

と
い
う
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、
村
の

景
観
育
成
事
業
に
賛
同
く
だ
さ
る
皆
さ

ま
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
は
、
返
礼

品
を
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付
を
開

始
し
、
寄
附
い
た
だ
い
た
全
国
の
皆
さ

ま
に
本
村
の
特
産
品
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
中
に
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る

さ
と
景
観
育
成
寄
附
金
の
受
入
額
と
、

そ
の
活
用
状
況
を
村
民
の
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
附
金
の
受
入
状
況

寄
附
金
の
受
入
状
況

　

前
年
度
中
に
延
べ
７
，
９
８
８
人
、

総
額
９
，
３
９
０
万
１
千
円
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

返
礼
品
を
伴
わ
な
い

返
礼
品
を
伴
わ
な
い

寄
附
者
の
ご
芳
名

寄
附
者
の
ご
芳
名

鈴
木
　
憲
子
　
様
（
埼
玉
県
）

※
お
名
前
は
、
ご
本
人
に
承
諾
を
得
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
返
礼
品

の
贈
呈
を
伴
う
寄
附
者
に
つ
い
て
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

寄
附
金
の
活
用
状
況

寄
附
金
の
活
用
状
況

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
９
，
３
９
０

万
１
千
円
と
、
繰
越
分
２
１
９
万
円
を

合
わ
せ
た
９
，
６
０
９
万
１
千
円
を
上

記
の
表
の
と
お
り
各
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、「
産
業

振
興
に
寄
与
す
る
事
業
」
に
も
寄
附
金

を
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
扱
い
を
変
更

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
寄
附
金
を
有
効
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
、
魅
力
あ
る
特
産
品

を
返
礼
品
と
す
る
た
め
、
村
内
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
多
く
の
返
礼
品

を
出
品
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
品
の
条
件
は
次

の
と
お
り
で
す
の
で
、
事
業
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

全
国
の
皆
さ
ま
に
寄
附
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
村
の
魅
力
を
発
信
す

る
種
類
豊
富
な
返
礼
品
を
出
品
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
で
は
次
の
条
件
に
合

う
返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
村
内

の
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
返
礼
品
の
条
件

◦
村
の
魅
力
の
発
信
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の

◦
村
内
で
生
産
、
製
造
ま
た
は
加
工

等
さ
れ
た
も
の

◦
村
内
で
宿
泊
や
体
験
が
で
き
る
も
の

　

返
礼
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

総
務
課
企
画
政
策
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
―
２
２
６
３

使途指定事業別寄附金の状況

寄附金の主な活用事業

山里の原風景の保全・育成 573 万 8 千円
森林景観の整備 282 万 8 千円
農村景観の保全・育成 237 万 6 千円
景観育成活動・団体等への
支援 103 万 3 千円

山里の原風景や農村景観を
保全するための人材育成 396 万 9 千円

産業振興に寄与する事業 220 万 4 千円
指定なし 7,575 万 3 千円
合　計 9,390 万 1 千円

山里の原風景の保全・育成 「日本で最も美しい村」連合事業 60 万円

森林景観の整備
多面的機能支払事業
緩衝帯整備事業
森林病害虫防除事業
林道維持管理事業等

1,240 万円

農村景観の保全・育成
中山間地域直接支払交付金
スマート農業促進事業
農道水路等維持管理事業
地力増進施設事業

4,209 万 1 千円

景観育成活動・団体等への支援 遊休荒廃農地対策事業
景観形成事業 190 万円

山里の原風景や農村景観を保全するた
めの人材育成

小学校教育振興備品購入事業
中学校教育振興備品購入事業 290 万円

産業振興に寄与する事業 商工業振興事業
観光振興事業 3,620 万円

寄附金を活用し、水路を改修しました
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地
域
の
Ｄ
Ｘ
化
等
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

情
報
化

住　

宅

　

村
で
は
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
株
式
会

社
な
が
の
ア
ド
・
ビ
ュ
ー
ロ
及
び
株
式

会
社
電
通
国
際
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
）
と
、「
地
域
の
Ｄ
Ｘ
化
等
に
関

す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
の
組
織
改
正
で
新
た
に
総
務
課

に
「
企
画
政
策
係
」
を
設
置
し
推
進
を

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

今
回
専
門
的
知
識
を
有
す
る
事
業
者
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
を
受
け
、
①
村
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
、
②
行
政
事
務

の
効
率
化
、
③
地
域
課
題
の
解
決
の
３

つ
の
視
点
で
「
高
山
村
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
後
、
５
年
間
程
度
で
具
体

的
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
村
内
の
空
き
家
を
有
効
活

用
し
、
高
山
村
へ
の
移
住
・
定
住
の
促

進
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で

「
高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を「
売
り
た
い
」「
貸
し
た
い
」

方
に
物
件
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
村

や
県
が
運
営
す
る
楽
園
信
州
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
空
き
家
の
利
用
に
関
し
て
、
一

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

般
社
団
法
人
長
野
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
長
野
支
部
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
地
元

の
不
動
産
会
社
の
仲
介
に
よ
り
交
渉
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

　

空
き
家
を
売
却
し
た
い
、
ま
た
は
賃

貸
と
し
て
有
効
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

に
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
定
住
支
援
室
定
住
支
援
係　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
８

居
住
の
た
め
の
住
居
を
さ
が
し
て
い
る
　
空
き
家
　
利
用
希
望
者

⑧契約成立の通知

①空き家登録申込み

③利用登録申込み

村HP等でPR

②空き家登録通知

②空き家情報登録

④登録通知

⑥詳細情報提供

⑤情報の照会

媒介事業者
（一般社団法人長野県宅地
建物取引業協会長野支部）

区長

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

高山村空き家バンク事業

空
き
家
を
、売
り
た
い
・
貸
し
た
い
　
空
き
家
　
所
有
者

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク

⑧⑧協定・契約成立の通知協定・契約成立の通知

左から　土屋㈱ながのアド・ビューロ社長、内山村長、武田 ISID 本部長補佐
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「消防・防災意識を新たに」　高山村消防出初式

消防・防災

　４月２日㈰に消防出初式を挙行しました。本年は、平成 31 年以来４年ぶりに、高山中学校正門前で多くの来賓
が見守る中、高山村消防団及び須坂市消防署高山分署による整然とした分列行進が行われました。

　本年は、消防団ラッパ隊と有志の吹奏楽団「プティ・あんさんぶる」との合同演奏が披露され、美しい音色が
式典に華を添えました。
　この消防団ラッパ隊と有志の吹奏楽団の合同演奏は、地域防災力の要となる消防団員の活動環境を整えるため、
業務分担により団員の負担を軽減するとともに、消防団活動の総合的なイメージアップを図ることを目的に、初
めて実施したものです。今後も消防団と吹奏楽団が連携し、音楽を通じて予防消防に関する村民への啓発活動に
取り組んでいくことが期待されます。

4 年ぶりの分列行進

ラッパ隊と吹奏楽団による合同演奏 有志の吹奏楽団「プティ・あんさんぶる」

ラッパ隊による吹奏

分列行進（消防車両） 新入団員 12 名に辞令交付

2023 年度 全国統一防火標語
『火を消して　不安を消して

　つなぐ未来 』

　2023 年度の全国統一防火標語
は、「火を消して 不安を消して 
つなぐ未来」です。
　野口絵子さんの穏やかで優し
い笑顔によって、防火への意識
が明るい未来につながっている
ことを印象付けています。

　長野県内では、枯草、たき火、野焼きなどに
よる下草火災が発生しています。
　火災の多くは、火の取り扱いに対するちょっ
とした油断から発生しています。
　作業を行う場合は、気象情報に注意し、風が
強いと感じたらすぐに消火するほか、火を消す
までその場を離れないなど、火災からかけがえ
のない生命と財産を守るため、火の取扱いには
十分注意しましょう。

◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３
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“ 朝ごはん ” で太りにくい体と強いメンタルをつくろう！
健　康

　毎日決まった時刻に朝食を食べることで、体内時計がリセットされ、活動的な１日がスタートします。朝、炭水
化物とたんぱく質をとると、体温が上がり、１日中脂肪が燃えやすい状態になります。また、自律神経やホルモン
の働きを整える効果もあり、朝食を抜くと情緒の不安定、不眠やうつなどを招くおそれがあると言われています。

◆健康福祉課保健予防係　☎２４２―１２０２

脳や体のエネルギー源となるブドウ糖

糖質は脳や体のエネルギー源になり、朝から元
気よく活動できるよう、しっかりとりましょう。

【例えば…】
ご飯、おにぎり
食パン、うどん
もち、じゃがいも

たんぱく質や乳製品を加える

たんぱく質には体温を上げ、体内時計の時刻を
合わせる作用があります。

【例えば…】
卵、納豆、豆腐、豆乳
ハム、ウインナー
ツナ缶、サバ缶
牛乳、ヨーグルト

体の調子を整えるビタミン・ミネラル

ビタミン・ミネラルは体の調子を整えたり、体
内で糖質や脂質をエネルギーに変える働きがあ
ります。

【例えば…】
野菜たっぷりのみそ汁
野菜スープ、サラダ
バナナ、りんご

腸内環境をよくする食物繊維

腸内環境を整えて便秘を解消し、コレステロー
ルや血糖上昇を抑えてくれる効果があります。

【例えば…】
めかぶ、もずく
のり、スープ用糸寒天
きのこソテー

栄養バランスのよい朝食で代謝アップ栄養バランスのよい朝食で代謝アップ

忙しい朝やお弁当におすすめ “ 栄養満点おにぎらず ”忙しい朝やお弁当におすすめ “ 栄養満点おにぎらず ”
① にんじんは塩をふってしばらくしたら水気をきる。
② 焼きのり下面の中央から、中心まで切り込みを入れる。
③ 焼きのりの左上と左下にご飯を、右上ににんじんとサラダ

チキン、右下にマヨネーズとレタスをおく。
④ 右下⇒右上⇒左上⇒左下の順にパタパタと折りたたみ、ラッ

プでギュッと包み、10 分後にラップの上から半分に切る。

●材料（１人分）
ご飯������ 150g
サラダチキン（スライス）
　　　����� 50g
レタス����� 15g
千切りにんじん� 20g

食塩�����少々
こしょう���少々
マヨネーズ��適宜
焼きのり���１枚
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無
料
歯
科
検
診
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健　

康

健　

康

成
人
歯
周
病
検
診

成
人
歯
周
病
検
診

　

歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
に
関

連
が
あ
り
ま
す
。
初
期
の
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に

歯
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
１
日
㈭
～令

和
６
年
１
月
31
日
㈬

▼
対
象
者　

　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
村
民

▼
受
診
料　

　

無
料

▼
受
診
場
所

　

村
指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
受
診
方
法

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
電
話
等
で
予
約
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
内
容

歯
や
歯
肉
の
状
況
、
口
の
中
や
顎
の

状
態
、
歯
科
指
導

▼
持
ち
物

受
診
券
、
保
険
証
、
歯
ブ
ラ
シ

あ
る
方
は
、
診
察
券
、
お
薬
手
帳

　

詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
に
送
付
す
る

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

医
療
が
発
達
し
た
今
日
で
も
、
血
液

は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
「
献
血
」
で
多
く

の
方
が
日
々
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
献
血
者
の
減
少
で
血
液
は

大
変
不
足
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
血

液
が
多
く
の
方
を
救
う
愛
の
力
に
な
り

ま
す
の
で
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

５
月
時
点
に
お
け
る
医
療
機
関
か
ら

の
血
液
需
要
の
状
況
か
ら
、
今
回
実
施

す
る
献
血
に
つ
い
て
は
４
０
０
㎖
献
血

に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日　

時

　

６
月
20
日
㈫

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会　

場

　

高
山
村
公
民
館
１
階
学
習
室　

▼
対　

象  

　

年
齢　

男
性
17
歳
～
69
歳

　
　
　
　

女
性
18
歳
～
69
歳

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳

～
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
の

経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

　

体
重　

男
女
と
も
50
㎏
以
上

妊
婦
歯
科
健
診

妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
婦
さ
ん
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
と
口
の
健
康
を
守
る

た
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間　

妊
娠
さ
れ
て
か
ら
出
産
前
日
ま
で

▼
対
象
者　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
妊
婦

▼
受
診
料

無
料

▼
受
診
場
所
・
受
診
方
法
・
健
診
内
容

　

成
人
歯
周
病
検
診
と
同
じ

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
受
診
券
、
保
険
証
、

歯
ブ
ラ
シ

あ
る
方
は
、
診
察
券
、
お
薬
手
帳

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

献
血
の
流
れ

献
血
の
流
れ

▼
注
意
事
項

　

３
日
以
内
に
抜
歯
・
歯
石
除
去
を
さ

れ
た
方
、
４
週
間
以
内
に
海
外
か
ら
帰

国
さ
れ
た
方
、
１
か
月
以
内
に
ピ
ア
ス

穴
を
あ
け
た
方
、
エ
イ
ズ
検
査
が
目
的

の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

献
血
後
は
各
自
で
十
分
な
休
憩
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

受
　
付

１
問
診
・
事
前
検
査

（
血
圧
測
定
や
貧
血
の
心
配
が
な

い
か
事
前
に
調
べ
ま
す
）

２
採
　
血

（
約
10
分
か
ら
15
分
で
終
わ
り
ま
す
）

３
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６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

消
防
・
防
災

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、全
国
各
地
で
梅
雨

前
線
に
伴
う
豪
雨
や
、台
風
な
ど
に
よ
る

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
次
の
点
に
つ
い
て
、

家
族
全
員
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

村
に
は
、
土
石
流
や
急
傾
斜
地
の
崩

壊
な
ど
に
よ
り
人
家
や
公
共
施
設
に
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
が
、

76
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

区
域
の
詳
細
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
て
い
る
「
高
山
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
に
添
付
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
時

と
し
て
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
激
し
い
雨
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
家
の
周
り

の
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

避
難
場
所
や
避
難
路
を
家
族
と
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７

◆
総
務
課
危
機
管
理
防
災
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

避難する時、避難行動で大切なことは、冷静に行動すること。
パニックに陥らないよう、あらかじめ何をすべきか考えておこう。

大雨が予想される場合
● 報情象気のらか台象気、合場るれさ想予が雨大るよに滞など停の線前雨梅や近接の風台
や村からの警戒情報に注意する。

大雨警報
高山村

土砂災害警戒情報

気象警報等が発令された場合
● らか村、はてっよに況状。すまれさ令発が報警雨大に合場るあがれおその害災るよに雨大
避難準備・高齢者等避難開始も発表されますので、土砂災害警戒区域や浸水想定区域内
の住民は、早めの避難を検討する必要があります。
● 表発が報情戒警害災砂土に合場るあが険危の生発害災砂土にらさ、れさ表発が報警雨大
されます。村からは特定の区域に避難情報等を発令する場合がありますので、避難対象
区域や土砂災害警戒区域の住民は、より安全な場所への避難が必要となります。

避 　 難 　 行 　 動

● ュリは品出持常非、は際の難避
ックに入れ、ヘルメット等を着
用し、動きやすい服装、長靴で
はなく、履きなれた靴をはく。

● 浸水している場合は、棒などを使って
地面を探りながら避難。
● 大雨で増水しているときは、河川や用
水路を避け、安全な避難経路をとる。

●河川の氾らん
や浸水が想定
される場合は、
河川から離れ、
避難所や高台
等の安全な場
所に避難する。
（水平避難）

●避難所や高台等に避難ができない場合は、
近隣の丈夫な建物や自宅の２階以上に避
難する。（垂直避難）

●50cm以上の水深（大
　人のひざ丈）で浸水が
　発生している場合は、
　無理に避難しない。
●大雨や河川の増水時
　に河川・田んぼを見に
　行かない！

●山等の斜面で、災害の前兆現象（斜面にひび割れが生じ
　る。小石が落ちてくる。土のにおいがする。斜面から水
　が湧き出る。湧水が濁る。地鳴りが聞こえる。）がみられ
　たら、速やかに安全な避難所等に避難する。
●土砂災害警戒区域に居住しており、避難情報等が発令
　された時点で、既に大雨で避難ができない場合は、屋内
　でも上階の谷側に退避する。

土砂災害の種類と予防策 自らの命、家族の命を守るために！風水害への備え（防災気象情報を入手しましょう）
土砂災害は、最も注意しなければなりません。普段と変わった現象→すぐに避難を！ 水害や土砂災害から自らの命、家族の命を守るために！いつ、どこに、どうやって

避難したらいいの？

警戒レベルに応じた避難行動をとりましょう
　高山村では、災害が発生した時、または発生するおそれがある場合に、避難に関する情報を発令します。な
お、水害・土砂災害の場合には、下記のとおり、「警戒レベル」を付け加えてお知らせします。（村から警戒レベ
ル3または警戒レベル4が発令された地域にお住まいの皆さんは、速やかに避難してください）

警戒レベル 避難情報等 名称変更後
（令和3年に変更予定） 避難行動等

警戒レベル
［村が発令］
災害発生情報

注：必ず発令されるもの
　 ではありません

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動 をとりましょう。
避難中の人は、大至急、近くの安全な場所
に緊急に避難しましょう。

大雨特別警報に相当
5

命を守る行動

警戒レベル
土砂災害警戒情報に相当

4 速やかに危険な場所から避難先へ避難し
ましょう。公的な避難所までの移動が危険
と思われる場合は、近くの安全な場所や、
自宅内のより安全な場所に避難しましょう。全員避難

警戒レベル
大雨・洪水警報に相当

3
高齢者等は避難

避難準備・
高齢者等
避難開始
［村が発令］

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障
がいのある方、乳幼児等）とその支援者
は避難しましょう。その他の人は、避難の
準備を整えましょう。

警戒レベル2
大雨・洪水注意報等

避難に備え、ハザードマップ等により自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。警戒レベル1
早期注意情報

避難勧告・
避難指示
（緊急）
［村が発令］

緊急安全
確保

避難指示

高齢者等
避難

適時適切な避難を行うために、家族や地域で確認しましょう。

●高山村が作成するハザードマップを見て、河川が氾らんした場合には何ｍ浸水して
しまうのか、土砂災害が起こりやすい場所ではないか等、自宅や学校・職場等のよ
く立ち入る場所には、どのような危険があるのか確認しましょう。
●高山村が指定する避難所と避難場所を確認し、そこまでの経路や移動手段につい
て考えておきましょう。
●ホームページ等で危険性や避難場所の確認ができない場合は、村役場までお問い
合わせください。

ステップ1 自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。

●高山村から発令される避難情報には、以下のものがあります。

ステップ2 高山村から発令される避難情報について確認しましょう。

大雨情報をキャッチしたら、
我が家で安全対策を始めましょう。

大雨情報をキャッチ！
こんなときの

わが家の安全対策。

大雨情報をキャッチ！
こんなときの

わが家の安全対策。

大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

まずは、
確実な情報が大事！
その次に迅速な対応！

雨の強さと降り方
災害発生状況予報用語 人の受けるイメージ1時間雨量(ミリ)

10～20

20～30

30～50

50～80

80～

やや強い雨

強い雨

激しい雨

非常に激しい雨

猛烈な雨

ザーザーと降る。

どしゃ降り。

バケツをひっくり返したように降る。

滝のように降る。(ゴーゴーと降り続く。)

息苦しくなるような圧迫感がある。恐怖を感ずる。

側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる。

山崩れ・崖崩れが起きやすくなり、危険地帯では避難の
準備が必要。
マンホールから水が噴出する。土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。
雨による大規模な災害が発生するおそれが強く、厳重な
警戒が必要。

この程度の雨でも長く続くときは注意が必要。

大雨注意報・警報の発表基準

大雨によって災害が起こるおそれがあると予測
される場合。

大雨注意報大雨注意報

●1時間に降雨量30mm以上
　または3時間に降雨量60mm以上
●土壌雨量指数基準70

雨量基準
※土壌雨量指数基準とは、
土壌中に貯まっている雨
の量を土壌浸透や流出
等を用いて計算した指数

大雨によって重大な災害が起こるおそれが
あると予測される場合。

大雨警報大雨警報

●1時間に降雨量50mm以上
●土壌雨量指数基準101

雨量基準
※土壌雨量指数基準とは、
土壌中に貯まっている雨
の量を土壌浸透や流出
等を用いて計算した指数

土砂災害警戒情報
大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難
の参考となるよう、長野県と気象庁が共同で発表する情報。

大雨特別警報の基準

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風
や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合。

大雨特別警報の発表基準

非常時持出品の準備＆チェック 避難の心得！！ 災害時の感染症対策 マイ・タイムライン（わが家の避難行動計画）
いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。

非常時持出品（例）

非常用備蓄品（例）

□ ラジオ
□ 電池（多めに用意）

□ 持病薬
□ 傷薬
□ 風邪薬
□ 鎮痛剤

□ 絆創膏
□ 包帯
□ 胃腸薬
□ お薬手帳

□ 現金
□ 印鑑
□ 健康保険証

□ 預金通帳
□ 免許証
□ 権利証書

□ 懐中電灯
　 （出来れば一人にひとつ）
□ 電池（多めに用意）

火を通さないで食べられるもの、食器など

□ カンパン
□ 非常用食品
□ 缶切り
□ 紙皿
□ 水筒

□ 缶詰
□ ミネラルウォーター
□ 栓抜き
□ 紙コップ
□ 割箸等

□ 衣類（下着・上着など）
□ 女性用品
□ 離乳食
□ ウェットティッシュ
□ ヘルメット
□ ラップフィルム
　 （止血や食器にかぶせる）
□ 防寒具（時季による）

□ タオル
□ 粉ミルク
□ 紙おむつ
□ 雨具
□ ライター
□ 防災マップ（本書）

□ 飲料水としてペットボトルや
　 缶入りのミネラルウォーター
　 (1人1日3リットルを目安に）
□ 貯水したポリタンクなど

□ お米（アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトルト食品
□ 梅干し・調昧料など
□ ドライフーズ・チョコレート・アメ
　 （菓子類など）

□ 卓上コンロ
□ ガスボンべ
□ 固形燃料

□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライ
　 シャンプーなど
□ 調理器具（なベ・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

「ローリングストック法」とは
非常時に備えて、家庭においても、1週間分の水と食料を
備蓄することが重要ですが、保管しておいた非常食の賞味
期限がいつの間にか切れていたという経験があるのでは
ないでしょうか。
ローリングストック法は、定期的（1カ月に1、２度）に食べ
て、食べた分を買い足し備蓄していく、その名のとおり、
食べながら（ローリング）備蓄（ストック）する方法です。

1 備える
ベースとなる3日分の非常食
を用意する。さらにもう2食分
を非常用ケースに。

2 食べる
1ヶ月に1回程度、日を決めて
非常食1食分を食べる。

4 食べなれたものを常備！
最初に用意した非常食は全て
消費し、買い足した非常食と
そっくり入れ替わる。

3 買い足す
食べたら、1食分を買い足して
補充する。

非　常　食　品 そ　の　他

燃　料非常食品 そ  の  他飲  料  水

携帯ラジオ 救急医療品 貴  重  品 懐中電灯

事前に準備出来ているか、チェック □ しましょう。✓

災害復旧までの数日間（最低3日）を生活できるようにチェック □ しましょう。
※最近では、7日間の非常食の備蓄を推奨しています。

✓

●明るいうちに　　●暴風になる前に
●異常を発見したら（がけ崩れの兆候、 河川付近では水位の上昇など）

避難する
タイミング

●「お手伝いしましょうか」などと
大きな声でゆっくり話しましょう。
●杖を持っていない側にまわり、
ひじのあたりを軽く持ち、半歩
前をゆっくりと歩きましょう。

目の不自由な方には

□
□
小
学
校
へ

避
難
し
て
下
さ
い
。

●話すときは近くまで寄って相手
にまっすぐ顔をむけて口を大き
くはっきりと動かしましょう。
●紙に書いたり、身振りなどで情
報をわかりやすく伝えましょう。

耳が不自由な方には

●複数の人で協力しましょう。
●緊急の際は、ヒモなどでおぶっ
て避難しましょう。
●車いすの場合は必ず3人以上で協
力し、上がるときは前向き、下がる
ときは後ろ向きで避難しましょう。

体の不自由な方には
寝たきりの方には

●特に一人暮らしのお年寄りの方
には普段から気を配りましょう。

一人暮らしのお年寄りの方には

体の不自由な方や高齢者等は避難することが困難であったり、避難に時間が
かかることがあるため、地域の皆さんで協力して助け合いましょう。要配慮者への協力を

新型コロナウイルス等の感染症が収束しない中でも、災害時においては、
危険な場所にいる人は避難することが原則 です。
村民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持ち、災害時には次の「避難に
関するポイント」を参考に、適切な避難行動をとるよう心掛けましょう。

● 避難とは「難」を「避」けること。
　 安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要は
ありません。

● 避難先は、村が指定する避難場所のみではありません。
　 安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみ
ましょう。

● 避難所に避難する場合は、マスク・消毒液・体温計を
できるだけ、自ら携行してください。

● 豪雨時の屋外の移動は車も含めて危険です。やむをえ
ず車中泊をする場合は、浸水しないよう周囲の状況等
を十分確認してください。

避難に関するポイント

新型コロナウイルス等の感染症対策で
非常時持出品に加えたいもの

①マスク
②アルコール消毒液
③ハンドソープ・固形石けん（※家族又は自分
用を持参し、避難所では共用しないこと）

④使い捨てのビニール手袋（ドアノブ等、多くの人
が触れるものからの接触感染を防ぐため）

⑤使い捨てのビニールエプロン又はゴミ袋（避
難所運営に協力する際に使用）

⑥体温計（村で用意できない可能性もあるため、
使い慣れたものを持参すること）

⑦ティッシュ、ウェットティッシュ、ペーパータオル、ポリ袋（可能な限り多めに準備）
⑧携帯トイレ（トイレは我慢しないこと。避難所のトイレが使えない場合に備える）

マイ・タイムラインは、河川の氾らんが起きそうな時に、余裕をもって逃げるために事前に考え
ておく、一人ひとりの生活に合ったオリジナルの避難行動計画です。
事前に考えて作っておくと、いざという時に慌てずに行動することが出来るので、逃げ遅れを防
ぐ効果が期待されます。

大 雨

数日から約1日
程度前

大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨始まる

強さ増す

数時間前～
2時間程度前

大雨が一層
激しくなる

広い範囲で
数十年に
一度の大雨

避難行動計画
気象庁が発表する情報

土砂災害 浸水害 洪　水　害

ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
に
合
っ
た

行
動
計
画
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

洪水注意報

洪
水
警
報

大雨特別警報に相当

警戒レベル5
命を守る行動

土砂災害警戒情報に相当

警戒レベル4
全員避難

大雨・洪水警報に相当

警戒レベル3
高齢者等は避難

大雨注意報

大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）

大
雨
警
報（
浸
水
害
）

大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）

大
雨
特
別
警
報（
浸
水
害
）

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

防災防災ハザード
マップ
ハザード
マップ

高山村
2021年 保存版

気象情報、雨量・河川情報気象情報、雨量・河川情報
ラジオ

NHK FM 長野　
FM 長野
FM ぜんこうじ

85.7MHz
83.3MHz
76.5MHz

NHK第1　
信越放送（ＳＢＣ）

819kHz
1098kHz

テレビ
日本放送協会（NHK）
長野放送局
CATV 高山村民チャンネル（Goolight）

信越放送（SBC）
長野放送（NBS）

テレビ信州（TSB）
長野朝日放送（abn）

パソコン・携帯電話・電話
気象情報 災害用伝言ダイヤル

雨量・河川情報

長野地方気象台  https://www.jma-net.go.jp/nagano/ NTT  災害時の声の伝言板 １７１

国土交通省　https://www.river.go.jp/ 長野県河川砂防情報ステーション
【携帯電話専用】　http://i.river.go.jp/ 【携帯電話専用】  https://www.sabo-nagano.jp/m/　
全国のリアルタイム雨量・水位などの情報を提供しています。 携帯で土砂災害危険地域を確認できます。

令和3年3月  長野県高山村 〒382-8510  長野県上高井郡高山村大字高井4972　TEL：026-245-1100
 https://www.vill.takayama.nagano.jp/

令和元年 東日本台風（台風第19号）
消防団による水防活動

令和元年 東日本台風（台風第19号）
避難所北部トレーニングセンター

令和元年 東日本台風（台風第19号）
主要地方道 豊野南志賀公園線の道路崩落

イエローゾーン

レッドゾーン

危

　険

　度

低

高

危

　険

　度

低

高

日常食が非常食

国土交通省のサイト「Webでマイ・タイムライン」
（https://www.ktr.mlit.go.jp/river/bousai/mytimeline/）
からも、手軽にタイムラインを作成することができます。

Check!

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

長
野
地
方
気
象
台
で
は
、
大
雨
警
報
、

注
意
報
な
ど
の
発
表
、
さ
ら
に
災
害
発

生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
村
防
災
無
線
の
防

災
情
報
に
特
段
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

避
難
準
備
・
避
難
行
動
に
つ
い
て

避
難
準
備
・
避
難
行
動
に
つ
い
て

　

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
た
時
は
、避
難
場
所
や
避
難
経

路
の
確
認
を
行
い
、家
の
周
り
の
状
況
に

注
意
し
て
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　
「
急
に
川
の
水
が
真
っ
黒
に
濁
っ

た
。」「
山
鳴
り
が
す
る
。」「
裏
山
か
ら

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
い
る
。」
な

ど
、
い
つ
も
と
違
う
状
況
を
発
見
し
た

場
合
や
、「
危
な
い
！
」
と
身
の
危
険
を

感
じ
た
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
で

自
主
防
災
組
織
で

協
力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

協
力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

出
水
期
前
に
、
村
か
ら
配
布
さ
れ
る

土
の
う
袋
と
砂
を
活
用
し
、
区
民
の
皆

さ
ま
で
土
の
う
を
用
意
す
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
防
災
活
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
避
難
す

る
場
合
は
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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地震による倒壊を防ぐため、
通学路等にあるブロック壁の安全点検をお願いします
　古いブロック塀は、劣化や鉄筋の不足などにより、地震など
で倒壊する恐れがあります。また、通学路等にあるブロック塀
等の倒壊は、人命を危険にさらすだけでなく、震災後の避難や
救助・消火活動等の妨げとなります。
　このため、次の①及び②を参考に劣化が進んでいると思われ
る道路に面したブロック塀等の耐震診断、除却、改修工事等を
検討し、適切な安全管理を行っていただきますようお願いします。
　なお、耐震診断や改修工事等については、専門知識を有する
診断士の相談が受けられるほか、村では③のとおりブロック塀
の安全点検の内容に応じて助成を行っていますのでご活用くだ
さい。

□１ 基礎の根入れはあるか
コンクリートの基礎は、根入れの深さが30cm以上あるか

□２ 塀は高すぎないか
塀の高さは、地盤から2.2m以下か

□３ 控え壁はあるか
塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さの5分の1以上突き出した控え壁があるか

□４ 塀に鉄筋は入っているか
塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横ともに80cm間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横
筋に、横筋は縦筋にそれぞれに鍵かけされているか。

□５ 塀は健全であるか
塀に傾き、ひび割れはないか

②ブロック塀等のチェックポイント②ブロック塀等のチェックポイント

③補助事業の内容③補助事業の内容

◆定住支援室定住支援係　☎２１４―９２９８

ひび割れ

厚さ

鉄筋

高さ

コンクリート基礎

控え壁

①ブロック塀等のチェック箇所①ブロック塀等のチェック箇所

出典：「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会 2013.1 より

補　助　対　象 補　助　額

（１）耐震診断事業
長野県建築士事務所協会須高支部に登録され
ている診断士によって行われた耐震診断の費
用を補助の対象とします。

耐震診断に要した費用の２分の１以内とし、
１万円を限度額とします。

（２）除却事業

道路に面し、建築基準法施行令に定める技術
的基準に適合しないブロック塀等で、道路面
からの高さが１メートルを超えるものを除却

（撤去）した経費を補助の対象とします。

除却に係る経費と基準額（ブロック塀等の長
さ× 18,000 円 /m・基礎の除却を含まない
ブロック塀の長さ× 12,000 円 /m）を比べ
て少ない金額の２分の１以内とし、10 万円
を限度額とします。

（３）新設事業

除却事業によって撤去した跡地に、新たに設
置する経費を補助の対象とします。

新設に係る経費と基準額（ブロック塀等の長
さ× 32,000 円 /m・基礎の設置を含まない
ブロック塀の長さ× 16,000 円 /m）を比べ
て少ない金額の２分の１以内とし、10 万円
を限度額とします。

消防・防災
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地
球
に
優
し
い

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

奥
山
田
２
区
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

林　

務

林　

務

　

村
で
は
、
地
球
に
優
し
い
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
（
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
含
む
）

を
新
た
に
設
置
す
る
方
ま
た
は
事
業
所

を
対
象
に
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
薪

や
ペ
レ
ッ
ト
（
お
が
粉
や
カ
ン
ナ
屑
な

ど
製
材
副
産
物
を
圧
縮
成
型
し
た
小
粒

の
固
形
燃
料
）
な
ど
を
燃
料
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自

足
、
木
材
の
有
効
活
用
の
観
点
や
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
さ
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
林
の

山
林
の地籍

調
査
事
業

地
籍
調
査
事
業

　

平
成
28
年
度
に
現
地

立
会
い
を
実
施
し
た
奥

山
田
２
区
（
山
田
牧
場
・

七
味
別
荘
地
）
の
山
林

に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
に
国
の
承
認
を
経
て
、

令
和
５
年
２
月
に
登
記

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
国
の
認
証

承
認
を
取
得
し
て
い
る

奥
山
田
３
区
（
鎌
田
・

小
屋
場
ほ
か
）
及
び
高

井
３
区
（
勝
山
・
窪
入

ほ
か
）
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
長
野
地
方
法
務

局
へ
の
登
記
が
で
き
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
、
遠
赤
外

線
効
果
に
よ
り
身
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
、

火
が
消
え
て
か
ら
も
長
時
間
温
か
さ
が

持
続
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
窓
か
ら
見
え
る
ゆ
ら
ゆ

ら
と
燃
え
る
炎
は
、
癒
し
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
次
の
補
助
制
度

を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　

◦
薪
ス
ト
ー
ブ

　

◦
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　

◦
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

　

の
本
体
購
入
費　

▼
補
助
額

　

本
体
価
格
の
２
分
の
１
以
内

　
（
限
度
額
10
万
円
）

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

 

奥奥山山田田２２区区  
（（山山田田牧牧場場区区・・七七味味別別荘荘地地））  

00..3322 ㎢㎢  

▲▲笠笠ヶヶ岳岳  

山山  田田  牧牧  場場  

山田牧場区 

七味別荘地 

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６
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農作業のお手伝いは営農支援センターへお任せください
農　業

　高山村営農支援センターでは、耕作放棄地の解消と発生を未然に防止し農作業の負担を軽減するため、大型機
械等の整備・充実を図るとともに、次のような作業の受託を行い、農家の皆さまを支援しています。

▶農作業の受託
　○トラクターによる耕起・代掻き・畦塗り・播種作業及び溝切作業
　○コンバインによる麦・大豆・そばの収穫作業及び乾燥作業
▶草刈作業の受託
　刈払機による農地の草刈り作業
▶農業用機械等の貸出し
　キャリアカー・刈払機・背負式動力散布機・高枝ノコギリの貸出し

◎各事業に関する詳細・申込み方法・受託料金などは、高山村営農支援センターへお問い合わせください。

◆高山村営農支援センター（産業振興課農政係）　☎２１４―９２６８

高山村営農支援センター受託業務等リスト高山村営農支援センター受託業務等リスト

機　　械 対　象 作業区分 料　　金 条　　　　件

農業用トラクター
（65 馬力） 村内農地

耕起 8,600 円 /10a
割増料別途（反別、形状等）
移動料含む

代掻き 10,000 円 /10a
畦塗り 120 円 /1ｍ
播種 11,500 円 /10a

水田溝切機 村内農地 溝切 3,000 円 /10a 移動料含む
草刈り 村内農地 ― 1,500 円 /1ｈ 作業に要した時間及び従事した人数により算出

機　　械 対　象 作付品種 料　　金 条　　　　　件

コンバイン

村内農地
麦 10,000 円 /10a

コンバイン用収納袋
割増料別途（反別、形状、倒伏等）大豆 9,000 円 /10a

そば 6,000 円 /10a

村外農地
麦 21,790 円 /10a コンバイン用収納袋

割増料別途（反別、形状、倒伏等）
出張料（3,000 円）別途

大豆 19,500 円 /10a
そば 13,000 円 /10a

乾燥機械
村内農地

そば
10 円 /kg

袋に入れて持ち込み、受付重量で精算
村外農地 20 円 /kg

種　　類 貸出料金 備　　　　　考

刈払機
1,000 円 / 半日

ボランティア活動：無料（刈刃付き）
それ以外の活動：有料（刈刃なし）
※燃料満タン返し

自走式動力散布機 筒方式
※燃料満タン返し背負式動力散布機

キャリアカー 11,000 円 /1日
1,575 円 /1ｈ

運転手なし
※燃料満タン返し

高枝ノコギリ 無　料 電柵緩衝帯支障木の伐採用（長さ５ｍまで）

１ 受託料金

２ 貸出料金

草刈り隊作業員を募集しています
　刈り払い機や燃料などは営農支
援センターで用意します。刈り払い
機が扱えて、作業員として従事いた
だける方はお問い合わせください。
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簡
易
電
気
柵
の
補
助
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

有
害
鳥
獣

有
害
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
へ

有
害
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
へ

　

村
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
等
の
有

害
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
農
家

の
皆
さ
ま
が
設
置
す
る
簡
易
電
気
柵
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

◦
農
家
個
人

◦
耕
作
組
合
・
水
利
組
合
等
村
内
の

農
業
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
対
象
経
費

　

簡
易
電
気
柵
の
購
入
費
用

▼
補
助
率

　

簡
易
電
気
柵
の
設
置

　
〈
個
人
〉
２
分
の
１
以
内

　
〈
団
体
〉
広
範
囲
で
連
続
し
た
農
地
に

設
置
し
た
場
合
４
分
の
３

以
内

右
以
外
の
場
合
２
分
の
１

以
内

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
故
障
や
消
耗
に
よ
る
部
品
交
換
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

電
気
柵
の
近
く
を
通
行
す
る

電
気
柵
の
近
く
を
通
行
す
る

皆
さ
ま
へ

皆
さ
ま
へ

　

設
置
さ
れ
た
電
気
柵
に
は
高
圧
電
流

が
流
れ
て
い
ま
す
の
で
、
触
る
と
大
変

危
険
で
す
。

　

電
気
柵
の
近
く
を
通
る
際
は
、電
線
に

触
れ
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
の

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
の

購
入
補
助
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

購
入
補
助
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
（
侵
入
経
路
特

定
用
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
）
の
購
入

に
つ
い
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
産
業
振
興
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

　

◦
農
家
個
人

◦
耕
作
組
合
・
水
利
組
合
等
村
内
の

農
業
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
率

　

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

　
※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

　

村
で
は
、
狩
猟
免
許
取
得
に
必
要
な

経
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
の
特
徴
や
、
わ
な
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

取
得
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額　

　

講
習
料
、
受
験
料
の
全
額

小
型
箱
わ
な
の
設
置
を

小
型
箱
わ
な
の
設
置
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

ご
検
討
く
だ
さ
い

▼
主
な
許
可
条
件

◦
自
ら
の
事
業
地
内

◦
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、

ア
ナ
グ
マ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

に
限
る

◦
１
日
１
回
以
上
見
回
り
を
す
る
こ
と

◦
捕
獲
し
た
鳥
獣
を
安
全
で
確
実
な

方
法
に
よ
り
処
分
で
き
る
こ
と

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
産
業
振
興
課
農
政
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

圃場周辺に設置した簡易電気柵

小型箱わな
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被害木の伐採

花
街
道
整
備
事
業
で

美
し
い
沿
道
景
観
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う

松
く
い
虫
被
害
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

景　

観

林　

務

　

春
の
桜
と
新
緑
、
夏
の
避
暑
、
秋
の

紅
葉
な
ど
高
山
村
に
は
数
多
く
の
魅
力

あ
る
地
域
資
源
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ

て
多
く
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
う
し
た
皆
さ
ま
を
心
温

か
く
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の

皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
花
に
あ
ふ
れ
た

美
し
い
沿
道
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
主
要
地
方
道
須
坂
中
野

線
及
び
主
要
地
方
道
豊
野
南
志
賀
公
園

線
の
沿
道
や
バ
ス
停
周
辺
を
中
心
に
、

団
体
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
美
し
い
沿
道

景
観
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
美
し
い
沿
道
景
観
整
備
が

さ
ら
に
全
村
に
広
が
る
よ
う
、
区
、
育

成
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
の

皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
積
極

的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
植
栽
し
て
い
た
だ
く
花
等
は

村
が
用
意
し
ま
す
の
で
、
花
街
道
整
備

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
建

設
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７

　

村
で
は
、
松
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る

た
め
、
松
く
い
虫
被
害
防
除
対
策
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
並
ん
で
我

が
国
を
代
表
す
る
樹
種
で
あ
り
、
乾
燥

し
た
や
せ
地
や
尾
根
筋
な
ど
樹
木
の
生

育
し
に
く
い
土
地
で
も
育
ち
、
土
砂
の

流
出
や
崩
壊
を
防
止
し
、
住
宅
や
農
地

な
ど
の
国
土
を
保
全
す
る
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
「
松

く
い
虫
」（
松
を
枯
ら
す
原
因
と
な
る

線
虫
類
を
運
ぶ
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
）
に
よ
っ
て
健
全
な
松
が
枯
れ
、
貴

重
な
森
林
資
源
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線

虫
（
体
長
0.6
～
１
㎜
）
を
健
全
な
松
に

運
び
、
こ
の
線
虫
が
松
の
樹
体
内
に
入

り
水
分
の
道
管
を
阻
害
し
、
松
を
枯
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
、
松
く
い
虫
の
被

害
木
を
切
り
倒
し
、
薬
剤
を
か
け
て
ビ

ニ
ー
ル
被
覆
に
よ
り
燻
蒸
を
行
い
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
や
さ
な

ぎ
を
殺
傷
し
、
成
虫
の
飛
散
を
防
止
す

る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
山
林
の
う
ち
、
村
が
定
め
た

区
域
内
に
あ
る
被
害
木
に
つ
い
て
は
、

私
有
林
内
に
あ
っ
て
も
駆
除
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
の
防
止
や
景
観
を
保
全
す
る
た

め
、
山
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
や
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

一茶館駐車場東ゆうゆう橋北
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観
光
情
報
紙
の
企
画

観
光
情
報
紙
の
企
画

　

清
泉
女
学
院
大
学
の
教
員
と
学

生
と
連
携
し
て
、
山
田
温
泉
を
中

心
と
し
た
高
山
村
の
情
報
紙
の
企

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
山
田
温
泉
関
係
者
に

取
材
と
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

各
種
印
刷
物
の

各
種
印
刷
物
の

デ
ザ
イ
ン
と
制
作

デ
ザ
イ
ン
と
制
作

　

６
月
の
「
タ
ケ
ノ
コ
街
道
」
実

施
に
向
け
て
、
参
加
店
の
取
材
を

行
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
を
制
作
し
ま
し
た
。

バ
ス
停
デ
ザ
イ
ン

バ
ス
停
デ
ザ
イ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

林
檎
や
桃
の
形
を
し
た
バ
ス
停

の
内
部
が
少
し
色
褪
せ
て
き
た
の

で
、
県
内
に
唯
一
美
術
科
を
持
つ

松
本
市
の
エ
ク
セ
ラ
ン
高
等
学
校

に
デ
ザ
イ
ン
と
制
作
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
８
月
に
美
術
科
の
生
徒

５
名
と
教
員
２
名
が
高
山
村
を
訪

れ
、
牧
場
、
温
泉
、
滝
な
ど
を
取

材
し
て
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
お
こ
し
、

確
認
後
松
本
で
実
制
作
。
11
月
に

作
品
発
表
会
と
バ
ス
停
へ
の
設
置

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

高
山
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
、

修
正
を
加
え
再
制
作
し
ま
し
た
。

「
湯
け
む
り
カ
ー
ド
」、「
山
田
牧

場
で
見
る
春
と
夏
の
星
座
、
秋
と

冬
の
星
座
」
は
、
増
刷
し
ま
し
た
。

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
現
況
に

合
わ
せ
て
修
正
し
、
夏
と
冬
の
表

紙
を
増
や
し
て
全
四
種
類
と
し
ま

し
た
。

わ
く
わ
く
村
や

わ
く
わ
く
村
やその

他
の
活
動

そ
の
他
の
活
動

　

わ
く
わ
く
村
の
活
動
の
一
環
と

し
て
「
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
の
教

バス停「高山小学校」の作品と制作者

バス停「紫」の作品と制作者

五大桜を紹介する英語版パンフレット

タケノコ街道のパンフレット

令和４年度 地域お こし協力隊活動報告

教
育
機
関
と
の
連
携
事
業
と
デ
ザ
イ
ン
制
作

羽太　謙一

室
」
を
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
印
刷
し
た
星

を
結
ん
で
夏
の
大
三
角
の
星
座
絵

を
描
き
ま
し
た
。　

　

高
山
村
が
加
盟
し
て
い
る
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
総

会
・
学
習
会
（
秋
田
県
小
坂
町
）、

現
地
学
習
会
（
伊
那
市
高
遠
、
中

川
村
）
に
参
加
し
、
各
地
の
方
々

と
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
、
志
賀
高
原

で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

地域活性化
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令和４年度 地域お こし協力隊活動報告

長
13
㎞
も
あ
る
滑
走
コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、

日
本
各
地
を
探
し
て
も
珍
し
く
、

高
山
村
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ

る
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。
た
だ
、

利
用
に
関
し
て
知
っ
て
い
な
け
れ

ば
い
け
な
い
情
報
が
多
く
て
、
今

ま
で
ま
と
ま
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
利
用
者

も
、
一
度
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

方
は
気
に
入
っ
て
何
度
も
来
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
新
規
客
の
獲
得

が
難
し
い
状
態
で
し
た
。

　

も
と
も
と
あ
っ
た
価
値
を
具
現

化
し
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
沢
山

の
人
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

デ
ザ
イ
ン
で
伝
え
る
魅
力

デ
ザ
イ
ン
で
伝
え
る
魅
力

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

３
回
目
の
記
事
を
書
か
せ
て
頂

き
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
令
和
４
年

３
月
で
任
期
が
終
わ
る
の
で
す
が
、

育
休
を
取
っ
て
い
た
の
で
、
11
月

に
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
復

帰
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、
前
年

度
も
主
に
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
制
作
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
一
例
）

　

中
で
も
作
成
し
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
の
は
、
タ
コ
チ
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

す
。
タ
コ
チ
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
は
、

Y
A

M
A

BO
K

U

ワ
イ
ル
ド
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
か
ら
荻
久
保
地
区
付
近
の

下
水
道
浄
水
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
全

が
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
で
あ
り
、
面

白
さ
で
す
。
今
ま
で
任
せ
て
頂

い
た
ウ
ェ
ブ
や
デ
ザ
イ
ン
の
仕

事
が
経
験
と
し
て
積
み
重
ね
ら
れ

て
、
ま
た
新
た
な
も
の
を
製
作
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て

く
れ
て
い
る
の
は
、
役
場
や
観
光

協
会
の
方
々
が
仕
事
面
等
で
配
慮

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を

預
け
、
み
て
下
さ
る
保
育
園
や
学

校
関
係
者
の
方
々
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
あ
っ
て
こ
そ
生
活
で
き
て
い

る
の
で
、
日
々
沢
山
の
方
に
支
え

て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
身
に
沁
み

て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
価
値
を
信
じ
て

こ
こ
に
あ
る
価
値
を
信
じ
て

　

私
が
赴
任
し
た
３
年
前
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
た

こ
ろ
で
、
未
曽
有
の
出
来
事
に
世

の
中
が
右
往
左
往
し
、
観
光
業
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
今

で
は
少
し
ず
つ
世
の
中
が
落
ち
着

き
、
新
た
な
時
代
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

タコチツアーコースのパンフレット

高
山
村
の
「
た
か
ら
さ
が
し
」

西川　紘未

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
観
光
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、

見
極
め
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、

流
れ
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
土
地

独
自
の
風
土
や
伝
統
を
生
か
し
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
昔
前
の
、

自
然
環
境
や
住
民
を
無
視
し
た
観

光
優
先
の
開
発
で
は
な
く
、
そ
の

土
地
の
良
さ
を
十
分
に
生
か
す
こ

と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
に
は
も
と
も
と
大
切
に

し
て
い
る
「
美
し
い
村
」
と
い
う

価
値
観
が
あ
る
。
環
境
に
配
慮
し
、

景
観
的
な
美
し
さ
を
高
め
な
が
ら
、

住
民
も
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
観
光
と

し
て
も
価
値
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
な
い
」も
の
を
探
し
て
も「
な

い
」。
で
も
あ
る
も
の
に
価
値
を

見
出
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
た

ら
高
め
ら
れ
る
の
か
考
え
る
こ

と
は
で
き
る
。
現
に「
た
か
ら
の

や
ま　

た
か
や
ま
む
ら
」で
あ
り
、

誇
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
で
す
の
で
、
も
う
少
し「
た

か
ら
さ
が
し
」と「
宝
」を
沢
山
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
の

活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

地域活性化
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令
和
５
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
行
政
懇
談
会

実
施
の
お
知
ら
せ

犬
・
猫
の
休
日
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す

行
財
政
運
営

生　

活

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
令
和
５

年
度
の
主
要
施
策
に
関
す
る

説
明
を
行
い
、
村
政
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要

望
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

村
政
に
反
映
す
る
た
め
、
ブ

ロ
ッ
ク
行
政
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
懇
談
内
容

①
令
和
５
年
度
主
要
施
策

に
つ
い
て

②
第
六
次
高
山
村
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

③
そ
の
他

　

長
野
保
健
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る

犬
・
猫
を
対
象
に
、
休
日
譲
渡
会
を
開

催
し
ま
す
。
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
・
猫

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
飼
育
を
希
望
さ
れ

る
方
に
お
譲
り
し
ま
す
。
１
頭
で
も
多

く
の
犬
・
猫
が
新
し
い
飼
い
主
に
巡
り

会
え
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　

６
月
11
日
㈰

　
　

以
降
月
一
回
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
開
催
場
所

　

長
野
県
長
野
保
健
所

　

地
下
駐
車
場
及
び
犬
舎

　
　

長
野
市
中
御
所
岡
田
98-

１

◆
総
務
課
企
画
政
策
係　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

ブロック 対象地区 日　時 場　　所

第１ 千本松、新堀、堀之内、
水中、久保、大字高井

６月 13 日㈫
午後７時から 西部地区転作促進センター

第２ 赤和、荒井原、紫、
緑ケ丘、大字高井

６月 14 日㈬
午後７時から 高山村公民館講堂

第３ 二ツ石、松南、黒部、牧、
福井原、大字牧

６月 19 日㈪
午後７時から

保健福祉総合センター
ふれあいホール

第４
駒場、松原、桝形、中原、
三郷、なかひら、
大字中山

６月 20 日㈫
午後７時から 中山会館

第５
宮関、蕨平、天神原、
荻久保、温泉、牧場、
大字奥山田

６月 22 日㈭
午後７時から 基幹集落センター

▶開催日時及び場所

長
野
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
内　

容

長
野
保
健
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
・

猫
の
見
学

▼
参
加
方
法

　

○
完
全
予
約
制

　
　

申
し
込
み
先

　
　
　

☎
２
２
５
︱
９
０
６
５

　
　

受
付
時
間

　
　
　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

　
　

１
組
30
分
間
の
交
代
制

　
　
（
１
日
10
組
限
定
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
発
生
状
況
に
よ
っ
て
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

発
熱
、
咳
、
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
参
加
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

▼
譲
渡
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

◆
長
野
県
長
野
保
健
所

　
　

☎
２
２
５
︱
９
０
６
５

▼
こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

◆
高
山
村
役
場
住
民
税
務
課

　
　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７
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４月の高山分署の出動状況（４月１日～４月 30 日）

火　災 2     （2）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 千円（0 千円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 2  （10）

救　急 26 （106）

救　助 0     （0）

※（　）内は、令和５年 1 月 1 日からの累計です。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

山火事・遭難防止山火事・遭難防止
　暖かくなり農作業や山菜採りなどで山へ入る機会
が増え、下草火災や山火事、遭難事故が多発する時
季を迎えました。たばこやたき火等の火の取り扱い、
遭難事故には十分注意しましょう。

※令和５年　全国山火事予防運動統一標語
　　「火の確認　山を愛する　あなたのマナー」

危険物安全週間危険物安全週間
　６月４日㈰から６月 10 日㈯までの７日間、全国一
斉に「危険物安全週間」が実施されます。
　この機会にご家庭にあるホームタンクなど、身の
周りにある危険物をもう一度点検しましょう。
〇危険物は、火気厳禁です。
〇 200L 以上のホームタンクには防油堤を設置しま

しょう。
〇ホームタンク等を使用しない時期であっても、こま

めに点検し、油が漏れていないか確認しましょう。
〇ポリタンク等に保管する場合は、直射日光の当た

る場所を避け、風通しの良い人目のつきずらい場
所で保管しましょう。

※令和５年　危険物安全週間推進標語
　　「意志つなぐ　連携プレーで　事故防ぐ」

学校だより学校だより消 防 情 報
高山中学校

309

令和５年度 学校生活が始まりました令和５年度 学校生活が始まりました
　桜が満開になった４月６日、52 名の新入生を迎え、
生徒 166 名が令和５年度の中学校生活を始めました。

学習オリエンテーション
　全校生徒が集まり、各クラス 1 名ずつ６人のグルー
プになりました。自己紹介の後、1 年生が学習につ
いての質問を２、３年生に投げかけ、２、３年生に
答えてもらいました。１年生が「家庭学習なにか工
夫していますか？」と質問すると、３年生が「漢字
練習は、１行に同じ文字を書いていると、途中から
作業になってしまうことが多い。だから、半分のと
ころで文字を変えているよ。」とアドバイスしていま
した。また、「テスト勉強の工夫はなんですか？」と
いう質問には、「歌詞の入っていない曲が集中できる
ので、環境音楽のよう
なカフェで流れていそ
うな曲を聴きながら勉
強しているよ。」とそ
れぞれがこれまで試行
錯誤し見つけてきた工
夫を話していました。

＊１年生感想＊
◦質問するとスムーズにわかりやすく説明してくれ

た。おかげで心配が少し減った。先輩たちが僕た
ちの質問に答えてくれたことに感謝したいです。

◦先輩とたくさん話すことができてよかった。先輩
の話がおもしろくてとっても楽しかったです。

＊２、３年生感想＊
◦１年生の質問にしっかり答えられて良かった。最

初は、話せるか心配だったけど、話せました。
◦班の人たちがみんな喋るのが気まずいかんじでし

た。それでも、先輩が１年の質問に答えてくれた
りしてなんとか進みました。次は自分ももっと話
したいです。

◦清水先生が全校のみんなの意見を言った時、様々
な「なるほど」と思う意見があって、自分にはな
い答えが見つけられてよかったです。私ももっと
考えを広げたいと思いました。

メモをとる１年生と質問に答える２年生
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

●お知らせ

　

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
く
、
風

し
ん
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、
令
和
７
年

２
月
末
日
ま
で
に
限
り
、
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
未
検

査
等
の
方
（
昨
年
４
月
に
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
）。

料
　
金

　

無
料

実
施
場
所

　

①
抗
体
検
査

各
医
療
機
関
・
村
の
特
定
健
診
会

場
等

　

②
予
防
接
種

　
　

各
医
療
機
関

注
意
事
項

　

抗
体
検
査
に
よ
り
、
予
防
接
種
が

不
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
へ

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

風
し
ん
追
加
対
策
に
つ
い
て

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

高
山
村
消
費
者
の
会

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用

す
る
車
両
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
基
づ

き
軽
自
動
車
税
（
村
税
）
ま
た
は
普
通

自
動
車
税
（
県
税
）
の
ど
ち
ら
か
１
つ

に
限
り
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

減
免
適
用
の
要
件

①
障
が
い
の
あ
る
ご
本
人
が
運
転
す

る
車
両
で
あ
る
こ
と
。

②
障
が
い
の
あ
る
18
歳
未
満
の
方
と

生
計
を
共
に
す
る
方
が
運
転
す
る

車
両
で
あ
る
こ
と
。

　　

新
た
に
減
免
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、

５
月
22
日
㈪
ま
で
に
住
民
税
務
課
税
務

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
を
受
け
て
い
る
車
を
買
い
替
え

る
場
合
に
は
、
新
た
に
購
入
し
た
車
両

の
減
免
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
税
務
課
税
務
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
務
課
税
務
係

　

高
山
村
消
費
者
の
会
で
は
、
消
費
生

活
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、
地
域
の
消

費
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容

　

●
各
種
研
修
会

　

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

●
環
境
に
や
さ
し
い
廃
油
を
利
用
し

た
石
鹸
づ
く
り

　

近
年
、
通
信
販
売
や
電
話
で
お
金
詐

欺
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
の
詐
欺
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぎ
、
新
た
な
被
害
が
増

え
な
い
よ
う
に
、
知
識
を
身
に
つ
け
適

切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
努
め
、
消
費
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
消
費
者
の
会

の
会
員
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
住
民
税
務
課
生
活
環
境

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

昭
和
23
年
～
昭
和
60
年
ま
で
に
、
学

校
の
集
団
予
防
接
種
等
で
注
射
器
が
連

続
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
、
40
万

人
以
上
の
方
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
認
定

　

裁
判
所
に
よ
る
和
解
手
続
き
等
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。こ
の
た
め
給
付
金
の

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、国
に
対
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
の
提
起
ま
た

は
調
停
の
申
立
等
を
行
い
、支
給
対
象
者

と
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額

　

50
万
～
３
６
０
０
万
円

　

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
村
の

健
康
診
断
や
医
療
機
関
、
保
健
所
な
ど

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
窓
口
（
厚
生
労
働
省
）

　

☎
０
３
―
３
５
９
５
―
２
２
５
２

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

役

役

問

チャ

チャ
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最
大
２
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２

弾
」
の
申
込
期
限
が
５
月
末
か
ら
９
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対

象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
既
に
２
月
末
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
９
月
末
よ
り
も
前
に
終
了
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

お
て
ん
ま
支
援
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
地
域
で

行
う
道
路
・
水
路
の
修
繕
、
景
観
整
備

な
ど
に
必
要
な
原
材
料
（
道
路
補
修
材
、

砕
石
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
刃
、
凍
結
防
止

剤
等
）
の
支
給
や
、
機
械
等
の
貸
し
出

し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
協
働
の
地
域

づ
く
り
・
村
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
対
象
団
体
は
、
区
、
耕
作
組
合

及
び
住
民
で
組
織
さ
れ
、
村
長
が
適
当

と
認
め
る
団
体
で
す
。

　

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
・
村
づ
く

り
の
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
水
道
課
建
設
係

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度
採
用
の
看
護
師
・
助
産
師

を
募
集
し
て
い
ま
す

試
験
日

　

６
月
24
日
㈯
・
８
月
６
日
㈰

試
験
地

　

長
野
市

お
問
い
合
わ
せ

●
県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部
長

（
☎
２
４
５
︱
１
６
５
０
）

●
地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院

機
構
本
部
事
務
局
人
事
課
採
用
担
当

（
☎
０
１
２
０
︱
１
７
３
︱
３
１
４
）

（
採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ま
た
は
（
☎
２
３
５
︱
７
１
５
６
）

※
詳
し
く
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
看
護

補
助
者
の
募
集
も
適
宜
行
っ
て
い
ま
す

新
生
病
院

令
和
６
年
度
採
用
の
看
護
師
を
募
集
し

て
い
ま
す

　

試
験
は
、
６
月
、
８
月
、
10
月
に
行
い
、

10
月
以
降
も
行
い
ま
す
。
見
学
は
随
時

可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
新
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

●
新
生
病
院
看
護
部
長
丸
山
ま
た
は

人
財
部
人
事
課

　
（
☎
２
４
７
︱
２
０
３
３
）

村
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り

（
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
対
象
事
業
）

　

身
近
で
発
生
し
て
い
る
差
別
に
つ
い

て
考
え
、
人
権
被
害
者
を
救
済
す
る
法

の
確
立
を
目
指
し
て
、
部
落
解
放
・
人

権
政
策
確
立
要
求
須
高
地
区
大
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時　

６
月
21
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
か
ら

会
　
場　

小
布
施
町
中
学
校
体
育
館

講
　
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
セ
ン
タ
ー
な
が
の

　

事
務
局
長　

高
橋　

典
男　

氏

　

人
権
推
進
室
人
権
推
進
係

　

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
散
歩
中
の
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
と
、
周
囲
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

毎
年
、
散
歩
中
の
フ
ン
の
放
置
に
関

す
る
苦
情
が
役
場
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
フ
ン
や
尿
の
始
末
は
飼
い

主
の
責
任
で
あ
り
、
最
低
限
の
マ
ナ
ー

で
す
。

役

役

役

役

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立

要
求
須
高
地
区
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の

申
込
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

須
高
３
病
院
で
看
護
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

●お知らせ

チャ 介
護
福
祉
士
・
看
護
補
助
者
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す

轟
病
院

随
時
、
看
護
師
（
正
職
員
）・
看
護
補
助

者
（
正
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

●
轟
病
院
看
護
部
長　

五
十
嵐

　
（
☎
２
４
５
︱
０
１
２
６
）

※
詳
し
く
は
、
轟
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

大
切
な
犬
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
フ
ン
を
処
理
す
る
た
め
の
用
具
を
携

行
し
、
フ
ン
は
き
ち
ん
と
拾
い
、
自

宅
で
処
分
す
る
。

●
尿
は
放
置
す
る
と
悪
臭
や
汚
れ
の
原

因
に
な
る
た
め
、
他
人
の
門
扉
な
ど

に
排
尿
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
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新
分
館
長
会
長
挨
拶

新
分
館
長
会
長
挨
拶

　

４
月
21
日（
金
）、本
年
度
の「
わ

く
わ
く
村
」
開
村
式
が
高
山
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
く
わ
く
村
は
今
年
度
で
20
年

目
を
迎
え
、
16
の
講
座
が
準
備

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
希
望

す
る
講
座
を
選
び
、
さ
ら
に
一
般

の
方
々
と
一
緒
に
参
加
す
る
講
座

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
低
学
年

向
け
の
参
加
し
や
す
い
講
座
か
ら

ち
ょ
っ
と
根
気
や
体
力
を
必
要
と

す
る
高
学
年
向
け
の
講
座
、
室

内
で
物
作
り
を
楽
し
む
講
座
や
高

山
村
の
大
自
然
を
楽
し
む
講
座
な

ど
、
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
講
座
ば

か
り
で
す
。

　

わ
く
わ
く
村
事
務
局
黒
岩
清

道
さ
ん
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の

キ
ラ
キ
ラ
し
た
顔
を
保
護
者
に

見
て
ほ
し
い
。
親
の
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
み
て
ほ
し

い
。
縦
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
は

大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
付
く
こ
と

も
多
く
、
村
内
で
の
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
子
ど
も
が
成
長
す
る

姿
を
保
護
者
に
見
て
頂
き
、
大
人

が
ち
ょ
っ
と
ズ
ク
を
出
す
姿
を
子

ど
も
た
ち
に
見
て
ほ
し
い
」
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
力
が
結
集
し
て
開

か
れ
る
講
座
に
参
加
し
、
多
く
の

人
と
交
流
し
て
何
か
を
達
成
す
る

中
で
、
今
年
度
も
子
ど
も
た
ち
は

貴
重
な
経
験
を
重
ね
、
新
し
い
発

見
を
し
、
成
長
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

わわくくわわくく村村  開村式開村式

　

本
年
度
、
わ
く
わ
く
村
の
村
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
馬
塲

孝
幸
で
す
。

　

本
年
度
、
分
館
長
会
長
に
選
出

さ
れ
た
ま
し
た
牧
分
館
長
の
山
﨑

久
徳
で
す
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、分
館
活
動
の
再
開
に
向
け
て
各

地
区
の
分
館
長
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
は
小

康
状
態
と
な
り
、
村
の
行
事
も
分

館
行
事
も
再
開
の
気
運
と
な
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
事

中
止
の
状
況
は
３
年
間
も
の
長
き

に
渡
る
も
の
で
、
い
ざ
行
事
の
計

画
と
な
る
と
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
画
面
越
し
で

の
開
村
式
が
続
き
ま
し
た
が
、
本

年
は
、
体
育
館
に
集
ま
っ
て
開
村

式
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
初

め
て
の
村
長
。
初
め
て
の
開
村
式
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
事
を
皆
さ
ん
の

前
で
お
話
す
れ
ば
良
い
の
か
。
と
、

大
変
緊
張
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
わ
く
わ
く
村
が
始
ま
っ

て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。伝
統
あ

る
、
わ
く
わ
く
村
の
節
目
の
年
に

う
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
分
館
長
会
議
の

中
で
、
情
報
交
換
の
時
間
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
地
区
で
も

少
子
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
村
民
体
育

祭
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

施
に
際
し
て
は
様
々
な
工
夫
や
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
分
館
活
動
は
、
た
だ
再

開
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
状
に
合

わ
せ
た
行
事
計
画
を
検
討
し
、
今

後
に
つ
い
て
も
継
続
可
能
で
よ
り

楽
し
く
交
流
で
き
る
も
の
に
改
善

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

分
館
役
員
だ
け
で
な
く
、
村
民

の
皆
様
か
ら
の
助
言
や
ア
イ
デ
ィ

ア
も
積
極
的
に
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、よ
り
良
い
分
館
活
動
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
を
大

変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。二
十
年

と
一
言
で
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

長
年
続
い
て
来
た
背
景
に
は
、
わ

く
わ
く
村
の
運
営
に
携
わ
っ
て
頂

い
た
事
務
局
の
皆
様
を
は
じ
め
、

教
育
委
員
会
、公
民
館
の
皆
様
、小

学
校
の
先
生
方
、
並
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
諸
先
輩
方
の
お
か
げ
で
あ
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。長
年
の
ご
尽
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

数
年
前
、
サ
バ
め
し
に
参
加
し

わくわく村村長
 馬塲　孝幸

新分館長会長
 山﨑　久徳

二
十
周
年
の

二
十
周
年
の

わ
く
わ
く
村

わ
く
わ
く
村

た
時
、
汗
を
か
き
な
が
ら
炊
い
た

ご
飯
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
わ
く
わ
く
村
の
講
座
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
保
護

者
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
、
良
い

思
い
出
に
残
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

二
十
周
年
の
わ
く
わ
く
村
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

久しぶりに行われた開村式
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最
近

何
を
や
っ
て
も

全
然
楽
し
く

な
い
の

五
月
病
っ
て

何
そ
れ
？

治
す
に
は
ど

う
し
た
ら
い

い
と
思
う
？

そ
ぉ
か
な
ぁ
〜

  

で
も
青
空
で

け
ん
め
い
に
励
ま
し

て
く
れ
て
る
み
た
い

だ
っ
た
ら

あ
の
こ
い
の

ぼ
り
さ
ん
に

き
い
て
み
よ
う

よ
!!

え
え
ー
っ
と
…

ど
ん
な
コ
ト
で
も

ド
ン
ッ
と
こ
い
4

4

!!

  

て
言
っ
て
る

　
　
　

よ
っ

う
ー
ん
…

も
し
か
し
て

五
月
病
？

　

第
32
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
４
月
29
日
（
土
）
に
、
松

本
空
港
横
の
や
ま
び
こ
ド
ー
ム
を
発

着
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
松
本
平
広
域
公
園
陸
上

競
技
場
が
改
修
工
事
の
た
め
、
コ
ー

ス
が
変
更
と
な
り
、
41
・
２
㎞
を
９

人
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
差
し
の
強
さ
と
強
風

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
は
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声

　

村
内
に
は
、
い
く
つ
も
の
体
育
施

設
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
解
消
を
め
ざ
し
て
、
ふ
る
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
手
続
き

①
毎
月
の
第
３
木
曜
日
に
公
民
館
に

お
い
て
「
体
育
施
設
調
整
会
議
」

を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
登
録

団
体
が
集
ま
り
、
使
用
計
画
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

②
調
整
会
議
後
、
空
い
て
い
る
場
合

は
一
般
に
貸
出
し
ま
す
。窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。仮
予

約
は
電
話
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

③
本
受
付
は
、
使
用
し
た
い
日
の
３

日
前
ま
で
に
体
育
施
設
使
用
許
可

願
を
教
育
委
員
会
事
務
局
窓
口
へ

提
出
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

使
用
料
金

　

村
内
在
住
の
方
は
、
使
用
料
は

援
に
後
押
し
さ
れ
て
力
走
し
ま
し

た
。

　

４
月
14
日
に
公
民
館
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

常
任
委
員
・
委
員
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
５
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
阿

藤
晴
保
本
部
長
、
牧
武
副
本
部
長

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
か
ら
は
、
新
た
に
Jr.
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
加
盟
し
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

〈
加
盟
団
体
〉

少
年
硬
式
野
球
連
盟
、
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
、
高
山
剣
道
連
盟
、

山
田
温
泉
少
年
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、

Jr.
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
Jr.
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
、
Jr.
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
、
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
、Jr.
卓
球
ク
ラ
ブ
、Jr.
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

常
任
委
員
・

委
員
合
同
会
議
開
催

市町村対抗駅伝大会市町村対抗駅伝大会

体
育
施
設

体
育
施
設
のの
利
用
に
つ
い
て

利
用
に
つ
い
て

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
夜
使
用
さ

れ
る
場
合
は
照
明
代
を
い
た
だ
き
ま

す
。
体
育
館
は
１
時
間
２
５
０
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
１
時
間
１
，
８
０
０

円
で
す
。

鍵
の
取
り
扱
い

　

体
育
施
設
を
開
錠
す
る
た
め
の
鍵

の
貸
し
出
し
は
、
使
用
し
よ
う
と
す

る
期
日
の
み
で
す
。

　

鍵
の
借
用
・
返
却
は
、営
業
日
（
月

〜
金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

は
教
育
委
員
会
事
務
局
窓
口
、
そ

れ
以
外
は
役
場
時
間
外
受
付
窓
口

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
事
務
局

窓
口
（
☎
０
２
６
︱
２
１
４
︱
９

７
６
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

阿藤本部長（左）牧副本部長（右）

高山村駅伝チームの皆さん

８区の藤澤選手（右から２番目）

　

チ
ー
ム
の
成
績
は
、
２
時
間
47
分

44
秒
で
46
チ
ー
ム
中
43
位
で
し
た
。

　

参
加
選
手
は
、
越
田
万
結
（
１

区
）、
片
桐
歩
夢
（
２
区
）、
五
百

住
耕
太
朗
（
３
区
）、越
田
真
二
（
４

区
）、
神
林
遼
（
５
区
）、
山
﨑
珠

李
（
６
区
）、
米
村
颯
悟
（
７
区
）、

藤
澤
拓
未
（
８
区
）、
五
百
住
和

史
（
９
区
）、
滝
澤
陸
斗
（
補
欠
）、

柳
沢
信
生
（
補
欠
）、宮
川
鉄
也
（
補

欠
）、
髙
橋
美
空
（
補
欠
）
で
す
。
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中
吉
を
引
き
仲
良
し
と
な
る
二
人	

松
本	

利
昭

折
々
の
句
読
点
に
は
友
が
い
た	

米
村	

た
ま
き

猫
あ
く
び
何
処
か
長
閑
な
昼
下
が
り	

園
山	

達
雄

日
向
ぼ
こ
友
と
語
ら
う
至
福
か
な	

勝
山	

千
代
枝

戯
れ
に
食
わ
ぬ
喧
嘩
を
一
度
二
度	

小
山	

武
男

人
間
味
溢
れ
る
人
と
い
る
学
び	

松
本	

明
子

達
者
な
ら
何
も
い
ら
ぬ
と
口
つ
ぐ
む	

藤
沢	

千
勝

二
度
三
度
聞
か
れ
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
お
負
け
す
る	

松
本	

浩
子

元
気
か
い
特
効
薬
の
友
が
い
る	

松
本	

秀
司

退
き
際
の
人
生
半
ば
の
曲
が
り
角	

星
川	

み
い
子

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

第14回

　

赤
和
観
音
は
、１
５
９
２
年
（
文

禄
元
年
）
了
り
ょ
う
よ
し
ょ
う
に
ん

誉
上
人
に
よ
っ
て
岩
穴

に
本
堂
が
建
立
さ
れ
、
１
７
０
２

年
（
元
禄
15
年
）
に
大
岩
山
麓
に

再
建
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
堂
は
１
８
８
６
年
（
明

治
19
年
）
に
亀か
め
は
ら
わ
た
し
ろ
う
よ
し
て
る

原
和
太
四
郎
嘉
照

を
棟
梁
と
し
て
大
岩
の
断
崖
に
懸け
ん
が
い崖

造づ
く

り
で
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
音
堂
に
は
、
中
央
に
二
体
の

観
音
像
が
安
置
さ
れ
、
一
体
は
、
室

町
時
代
の
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
体
は
木
彫
り
で
体
内
に
小
仏

を
納
め
、
裏
に
「
万
延
元
年　

亀

原
和
太
四
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

赤
和
観
音
（
赤
和
地
区
）

す
。
本
尊
の
両
側
に
百
体
の
観
音
像

が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
１
８

８
７
年
（
明
治
20
年
）
に
村
人
が

寄
進
し
た
も
の
で
、
台
の
箱
に
は
全

国
の
霊
場
を
巡
っ
て
集
め
て
き
た
砂

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
観
音
堂
の
岩
の
上
に
石せ
き
そ
ん
し
ゃ

尊
社
が
あ

り
、
こ
の
地
の
も
と
も
と
の
神
で
、

現
在
は
赤
和
神
社
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
ま
さ

に
、
赤
和
の
聖
地
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
毎
年
４
月
と
８

高
山
川
柳
ク
ラ
ブ

高
山
川
柳
ク
ラ
ブ
「
そ
よ
風
」

「
そ
よ
風
」

月
の
お
祭
り
で
は
、
団
子
や
お
菓
子

を
お
供
え
し
て
家
々
の
無
病
息
災

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
和
観
音
の
境
内
に
は
、
高
山

村
の
五
大
桜
の
一
つ
で
あ
る
、
し
だ

れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
は
お
よ
そ

２
０
０
年
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
だ

れ
桜
は
こ
の
地
方
で
は
大
変
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
老
齢
の
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
周
辺
の
杉
林
の

更
新
が
あ
っ
て
も
、
し
だ
れ
桜
は
ぜ

ひ
保
存
し
て
お
き
た
い
樹
木
で
す
。

６月の生涯学習事業６月の生涯学習事業

詳しくは公民館にお問い合わせください。（☎２１４―９７６２）

開　催　日 事　業　名 場　　所

６月 3 日（土） おはなし会 公民館図書室

６月 6 日（火）
　   20 日（火）

ワン・ツー
エクササイズ教室 公民館

６月 10 日（土） いきいきシニア学級 佐久方面

６月 17 日（土） じっくり道草してみよう 村　内

６月 18 日（日） 分館対抗スポーツ大会 高山中学校体育館

６月 19 日（月） 栄養学から
体づくり教室２ 公民館

６月 20 日（火） ふれてみよう文化財 歴史民俗資料館

6 月 24 日（土） 切り絵教室 公民館

6 月 30 日（金） ホタル学習教室 中山千石地区
「お姉ちゃんと一緒」

小出　君代
（絵画クラブ）

今月のギャラリー今月のギャラリー
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今
年
の
朝
ド
ラ
は
植
物
学
者
の

牧
野
富
太
郎
が
モ
デ
ル
。ゆ
か
り

の
植
物
が
高
山
村
に
も
咲
い
て
い

ま
す
。

　
少
し
湿
っ
た
雑
木
林
な
ど
に
生

え
て
い
る
ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ

ラ
。漢
字
で
書
く
と「
羅
生
門
葛
」。

羅
生
門
で
切
り
落
と
さ
れ
た
鬼
女

の
腕
に
、
太
い
筒
型
の
花
が
似
て

ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ 

～
名
付
け
の
親
は
～

い
る
か
ら
と
か
。け
っ
こ
う
き
れ

い
な
花
な
の
に
、
ち
ょ
っ
と
か
わ

い
そ
う
な
名
前
で
す
。ル
リ
チ
ョ

ウ
ソ
ウ
と
い
う
か
わ
い
い
名
前
も

あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
牧
野

植
物
図
鑑
で
ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ

ラ
が
採
用
さ
れ
、
広
く
一
般
的
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。今
も
売
ら
れ

て
い
る
図
鑑
で
す
が
、
ウ
ェ
ブ
上

で
も
公
開
さ
れ
て
い
て
、
名
前
の

由
来
や
牧
野
富
太
郎
の
植
物
画
も

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
植
物
に
は
も
う
一
つ
、
世
界
で

通
用
す
る
学
名
と
い
う
名
前
が
あ

り
ま
す
。ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ

の
学
名
はM

eehania urticifolia 
(M

iq.) M
akino

。最
後
のM

akino

が
命
名
し
た
人
で
牧
野
富
太
郎
で

す
。

　
ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ
は
、
森

の
中
で
出
会
う
と
ハ
ッ
と
す
る

ほ
ど
鮮
や
か
な
瑠
璃
色
で
、
似
た

花
の
カ
キ
ド
オ
シ
よ
り
ず
っ
と
大

き
な
花
で
す
。や
っ
ぱ
り
鬼
の
腕

よ
り
、
瑠
璃
色
の
蝶
の
方
が
い
い

な
ぁ
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の

判
断
と
な
り
二
ヶ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
。大
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キッズビビンバキッズビビンバ

　保育園の献立より、『キッズビビンバ』です。ご飯とそぼろ、野菜
を混ぜ合わせて食べるので、野菜が苦手な園児さんも食べやすいと
好評です。ごまの風味がアクセントになっておいしいですよ。キッ
ズビビンバなので、辛みはありません。大人はお好みでキムチやコ
チュジャン、卵を足して、ビビンバを楽しんでいただけたらと思い
ます。丼ものは、忙しい朝のごはんにもいいですね。ぜひお試しく
ださい。　　　　　　（たかやま保育園　管理栄養士　松島ひとみ）

《材料》（４人分） ① 長ねぎはみじん切りに切る。
ほうれん草は２cm 程度の長
さに、にんじんは千切りに切る。

② 【そぼろ】　熱したフライパンにごま
油を入れ、豚ひき肉と鶏ひき肉を炒め
ていく。火が通ってきたら、①の長ね
ぎ、A の調味料を入れて、さらに炒めて、
そぼろ状にする。

③ 【野菜】　鍋にお湯を沸かし、ほうれん
草、にんじん、もやしを茹でる。

④ よく冷まし、水気を切ったら B の調味
料で和える。

⑤ ご飯の上に、できあがった②のそぼろと、④の野菜をのせて出
来上がり。

（※写真は保育園での提供時の写真です）

（そぼろ）
豚ひき肉������������150g
鶏ひき肉������������100g
長ねぎ��������������� 30g
ごま油��� 小さじ1/2（2.5g）
砂糖��������� 小さじ2（8g）
酒����������小さじ2 (10g)
しょうゆ���� 小さじ2強（13g）

（野菜）
ほうれん草����������100g
にんじん������������� 80g
もやし��������������100g
砂糖������� 小さじ1強（5g）
しょうゆ��小さじ2弱（10g）
食塩�����ひとつまみ（0.5g）
いりごま��� 大さじ1弱（5g）

本本と
と だも ち

　絵本や紙芝居を通じて本の楽しさを味わう
「おはなし会」が公民館図書室にてはじまり
ました。年度内に６回の開催を予定しており、
その第１回目を４月 29日（土）に開催しまし
た。読み聞かせ担当は「おはなしの会はるの
やよい」さん。話し手の方たちの楽しい行進
からはじまり、絵本の読み聞かせ、手作りの
ペープサートによる「ブレーメンのおんがく
たい」、最後に紙を折ったり貼ったりしながら
工作をやりました。
　次回以降のおはなし会の日程は次の通りで
す。詳細は、図書室カウンターへお問い合わ
せください。

第 2回 令和 5年 6月 3日（土）
第 3回 令和 5年 8月 5日（土）
第 4回 令和 5年 10月 28日（土）
第 5回 令和 5年 12月 2日（土）
第 6回 令和 6年 2月 3日（土）

おはなし会、はじまるよおはなし会、はじまるよ

A
B

23 2023.5 .15 館報
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問い合わせ

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火 ブロック行政懇談会　（19 時～　西部地区転作促進センター）　☞ 16 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

14 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
ブロック行政懇談会　（19 時～　公民館講堂）　☞ 16 頁

健康福祉課保健予防係
総務課企画政策係

☎ 242-1202
☎ 214-2263

15 木
教育委員会定例会（10 時〜　公民館視聴覚室）
行政相談（13 時 30 分～ 16 時　公民館会議室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

教育委員会子育て学校教育係
総務課総務係
教育委員会生涯学習係

☎ 214-9761
☎ 214-9243
☎ 214-9762

16 金 子育てセミナー（10 時 45 分～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

17 土

18 日

19 月 ブロック行政懇談会　（19 時～　保健福祉総合センターふれあいホール）　☞ 16 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

20 火 献血　（9 時 30 分～ 11 時 30 分　公民館１階学習室）　☞７頁
ブロック行政懇談会　（19 時～　中山会館）　☞ 16 頁

健康福祉課保健予防係
総務課企画政策係

☎ 242-1202
☎ 214-2263

21 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
保育園開放日　（10 時～ 12 時　たかやま保育園）　☞ 25 頁

健康福祉課保健予防係
子育て支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-2660

22 木 ブロック行政懇談会　（19 時～　基幹集落センター）　☞ 16 頁 総務課企画政策係 ☎ 214-2263

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水 結核検診（9 時〜 15 時　村内巡回） 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

29 木 結核検診（9 時〜 15 時　村内巡回） 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

30 金 結核検診（9 時〜 15 時　村内巡回）
6 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 25 頁

健康福祉課保健予防係
住民税務課税務係

☎ 242-1202
☎ 214-9244

６ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー６ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●６月の予定
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広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●６月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

6 月 21 日 ㈬ 午後 1 時 30 分
～午後 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

6 月 7 日 ㈬
6 月 14 日 ㈬
6 月 21 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

子育てセミナー 6 月 16 日 ㈮ 午前 10 時 45 分～正午 保健福祉総合センター
第 3 会議室

調理実習と食育講座
～子どもと作る簡単クッキング～

保育園開放日 6 月 21 日 ㈬ 午前 10 時〜正午 たかやま保育園 保育園であそぼう

※セミナーへの参加は事前に申し込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

６月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

6 月分 6 月 30 日 ㈮

村県民税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ６月分

水道料金 ２期分 学校給食費 ６月分

※村では、物価高騰対策支援として、全世帯の令和５年４月使用分となる第２期から第４期までの６か月分の水
道料金のうち基本料金部分を減免します。
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村の人口
令和５年５月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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たかやま保育園

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

表
紙
の
紹
介

世帯数（＋ 2）   2,492 戸
人　口（＋ 6）   6,609 人
　男  　（＋ 10）   3,298 人
　女  　（− 4）   3,311 人

　４月４日㈫に入園式が行わ
れ、新年度が始まりました。
　今年度は 34名の新入園児
を迎え、131 名でのスター
トです。
　初めてのお友だちは、お家
から離れて新しいお友だちや先生と出会い、涙と笑顔で
どきどきの毎日を過ごしています。
　進級したお友だちは、また１つ大きくなり新しいクラ
スに喜びを感じながら過ごしています。
　年中ぶどう組はさっそく散歩へ出かけました。
　今年度は桜の開花も早く、満開の桜の中で春探しを楽
しみました！
　見つけた花を花束にしたり、紙に貼ってみたり、箱の

中いっぱいにつめてみた
り…。
　とってもかわいいお土
産を持ち帰りました！
　これからも自然の中で
たくさん遊んでいきたい
と思います。

輝き！ムラビト図鑑　No.10
「消防団吹奏楽団 ～女性たちのハーモニー～」

初回放送　５月 15 日 ㈪　９時～
今年２月、有志により結成した女性吹奏楽団。
優しいハーモニーで消防団を盛り上げ、支えます！

たかやまチャンネル（122ch）
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新年度がはじまりました！

　保健予防係には６名の保健師がいます。出産・
子育てのこと、こころやからだの健康のことな
どご相談ください。一緒に考えていきましょう。

あなたに寄り添うあなたに寄り添う
保健師保健師がいますがいます


